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楽
工
房
」
と
名
付
け
ら
れ
、市
内
の
木
工
・

補
修
・
補
強
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
と

し
て
発
足
、
現
在
15
年
目
を
迎
え
て
い
ま

す
。

　
　
　

発
足
当
時
は
、
市
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

内
の
一
部
を
間
借
り
し
、
木
工
教
室
を
通

し
て
子
ど
も
た
ち
の
体
験
と
会
員
相
互
の

親
睦
を
深
め
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
活
動

で
し
た
。
そ
の
後
、
活
動
の
拠
点
が
き
ら

く
や
ま
ふ
れ
あ
い
の
丘
に
移
動
し
た
際
、

Ｑ　
「
木
楽
工
房
」
と
は
、
ど
の
よ
う
な
団
体

で
す
か
？

Ａ　

市
社
会
福
祉
協
議
会
主
催
の
男
性
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
養
成
講
座
を
き
っ
か
け
に
、
平
成

22
年
４
月
、『
み
ん
な
で「
木
工
」を「
気
楽
」

に
楽
し
も
う
』
そ
ん
な
思
い
を
込
め
「
木

※表紙写真：木
き

楽
らく

工房の皆さん

木
き

楽
ら く

工房

市議会

木
製
ベ
ン
チ
の
腐
食
、
劣
化
等
が
進
ん
で

い
る
と
の
相
談
を
受
け
、
修
繕
作
業
を
引

き
受
け
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、

現
在
で
は
き
ら
く
や
ま
ふ
れ
あ
い
の
丘
に

あ
る
木
製
ベ
ン
チ
や
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
関
連

施
設
も
木
楽
工
房
に
よ
り
修
繕
、
製
作
さ

れ
た
も
の
で
占
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

Ｑ　

活
動
内
容
に
つ
い
て
教
え
て
く
だ
さ
い
。

Ａ　

毎
月
第
２
、
第
４
月
曜
日
の
月
２
回
、
14

人
の
メ
ン
バ
ー
で
楽
し
く
活
動
し
て
お

り
、「
作
業
は
楽
し
ん
で
行
う
も
の
」
と

初
代
小こ

関せ
き

会
長
、
２
代
目
田た

中な
か

会
長
か
ら

引
き
継
が
れ
て
い
る
活
動
方
針
に
則
り
、

明
る
い
か
け
声
や
冗
談
が
飛
び
交
い
、
作

業
現
場
は
常
に
活
気
あ
ふ
れ
る
賑
や
か
な

状
況
で
す
。
そ
ん
な
和
や
か
な
雰
囲
気
が

木
楽
工
房
の
最
大
の
長
所
で
す
。

　
　
　

こ
の
よ
う
な
活
動
内
容
が
周
囲
に
理
解

さ
れ
、
個
人
宅
に
車
い
す
移
動
用
木
製
ス

ロ
ー
プ
設
置
、
玄
関
の
段
差
を
配
慮
し
た

踏
み
台
な
ど
、
75
歳
以
上
の
ひ
と
り
暮
ら

し
の
高
齢
者
や
高
齢
者
世
帯
の
住
宅
の
不

　

今
回
は
、
つ
く
ば
み
ら
い
市
社
会
福
祉

協
議
会
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
市
民
活
動
セ
ン

タ
ー
に
登
録
さ
れ
、
活
動
し
て
い
る
木き

楽ら
く

工
房
の
３
代
目
、
須す

貝が
い

会
長
を
は
じ
め
会

員
の
皆
さ
ま
よ
り
、
お
話
を
お
伺
い
し
ま

し
た
。

バーベキュー用に製作しました
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テ
ィ
ア
団
体
と
し
て
、
発
足
当
初
の
想

像
を
越
え
た
長
い
歳
月
を
歩
ん
で
き
ま
し

た
。
こ
れ
ま
で
多
く
の
市
民
の
方
々
に
支

え
ら
れ
、
地
域
の
暮
ら
し
の
中
で
役
立
つ

活
動
を
続
け
て
こ
ら
れ
た
こ
と
に
対
し
、

心
よ
り
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
市

内
に
は
お
元
気
で
木
工
に
興
味
の
あ
る
方

は
た
く
さ
ん
い
ま
す
。人
生
百
年
に
向
け
、

Ｑ　

子
ど
も
た
ち
の
育
成
に
向
け
て
は
、
ど
の

よ
う
な
取
組
を
さ
れ
て
い
る
の
で
す
か
？

Ａ　

市
内
小
学
校
に
お
い
て
、
ひ
と
昔
前
の
あ

そ
び
指
導
と
し
て
、
竹
と
ん
ぼ
や
竹
馬
の

指
導
、
焼
き
芋
作
り
等
を
行
っ
て
い
ま

す
。
令
和
６
年
度
は
小
絹
小
学
校
１
年
生

を
対
象
に
、「
昔
の
あ
そ
び
」
を
テ
ー
マ

に
竹
馬
、
竹
と
ん
ぼ
、
ブ
ン
ブ
ン
ゴ
マ
の

指
導
、焼
き
芋
作
り
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。

後
日
、
小
絹
小
学
校
１
学
年
各
ク
ラ
ス
よ

り
「
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
」
と
題

し
て
、
児
童
一
人
一
人
よ
り
心
の
こ
も
っ

た
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
い
た
だ
く
な
ど
、
子
ど

も
た
ち
と
と
も
に
貴
重
な
経
験
を
す
る
こ

と
が
で
き
、
こ
れ
か
ら
も
声
を
か
け
て
い

た
だ
け
れ
ば
続
け
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

Ｑ　

今
後
に
向
け
た
抱
負
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ

い
。

Ａ　
「
木
楽
工
房
」
は
、
地
域
の
木
工
の
補
修
、

補
強
の
お
困
り
ご
と
に
対
応
す
る
ボ
ラ
ン

具
合
箇
所
の
補
修
や
補
強
活
動
も
活
発
化

し
て
い
く
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
　
　

そ
の
他
の
活
動
と
し
て
、「
き
ら
く
や

ま
ふ
れ
あ
い
の
丘
施
設
内
の
木
工
技
術
を

要
す
る
も
の
の
修
理
」「
公
共
施
設
等
の

木
工
製
品
の
製
作
及
び
補
修
」「
学
校
等

の
木
工
工
作
活
動
協
力
」「
新
規
会
員
募

集
の
た
め
の
木
工
教
室
開
催
」「
会
員
の

ス
キ
ル
ア
ッ
プ
」
等
を
中
心
に
活
動
し
て

い
ま
す
。

小絹小学校 1年生より、昔の遊び後に送られた感謝メッセージ

ベンチを製作しました
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本
日
は
お
忙
し
い
中
、
取
材
に
ご
協
力
い
た

だ
き
ま
し
て
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

（
取
材
者　

直
井
高
宏
・
松
本
譲
二
）

　
木
楽
工
房
は
、
社
会
福
祉
事
業
功
労
者
の

推
薦
基
準
を
満
た
し
、
多
年
に
わ
た
り
社
会

福
祉
事
業
推
進
へ
の
貢
献
及
び
そ
の
功
績
が

認
め
ら
れ
、
令
和
３
年
10
月
27
日
、
大
井
川

和
彦
茨
城
県
知
事
よ
り
表
彰
状
を
授
与
さ
れ

ま
し
た
。

【
市
社
会
福
祉
協
議
会

浅
川
事
務
局
長
よ
り
】

　

木
楽
工
房
の
皆
様
は
、
力
強

い
行
動
力
と
献
身
的
な
姿
勢

で
、
地
域
社
会
の
様
々
な
場
面

に
お
い
て
欠
か
せ
な
い
存
在

と
な
っ
て
い
ま
す
。
男
性
メ
ン

バ
ー
の
方
々
が
、
体
力
を
要
す

る
活
動
や
迅
速
な
対
応
を
必
要

と
す
る
場
面
で
特
に
大
き
な
活

躍
を
見
せ
て
く
だ
さ
り
、
そ
の

尽
力
に
は
心
か
ら
感
謝
の
意
を

表
し
ま
す
。

　

社
協
と
い
た
し
ま
し
て
も
、

皆
さ
ま
の
存
在
が
頼
も
し
く
、

地
域
に
お
け
る
安
心
・
安
全
の

礎
と
な
る
こ
と
を
期
待
し
て
い

ま
す
。
今
後
と
も
木
楽
工
房
の

皆
さ
ま
が
活
躍
さ
れ
る
こ
と

で
、
地
域
社
会
が
更
に
絆
を
深

め
、
活
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
を

進
め
て
い
た
だ
け
る
こ
と
を
強

く
願
っ
て
い
ま
す
。

ひまわり園の表札が完成しました

私
た
ち
と
一
緒
に
「
木
工
」
を
「
気
楽
に
」
楽
し
み
、

地
域
に
笑
顔
と
つ
な
が
り
を
広
げ
て
い
き
ま
せ
ん

か
。
こ
れ
か
ら
も
地
域
に
根
差
し
、
皆
さ
ま
の
暮
ら

し
の
お
役
に
立
て
る
よ
う
努
力
を
重
ね
て
い
き
ま

す
。

　
　
　

今
後
と
も
「
木
楽
工
房
」
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い

た
し
ま
す
。
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つ
く
ば
み
ら
い
市
の

　
　
こ
ん
な
こ
と
が
決
ま
り
ま
し
た

　
●
第
２
回
定
例
会
で
審
議
し
た
案
件

　
　
市
長
提
出
案
件	

18
件

　
　
議
員
提
出
案
件	

１
件

	

計
19
件

第
２
回
定
例
会　
５
月
30
日
〜
６
月
17
日

	

（
19
日
間
）

議
案
審
議

同
意
第
11
号

　
　
　
教
育
委
員
会
教
育
長
の
任
命
に
つ
い
て

同
意
第
12
号

　
　
　
教
育
委
員
会
委
員
の
任
命
に
つ
い
て

Pick up1
教
育
委
員
会
教
育
長
及
び
委
員
の

任
命
に
つ
い
て

　
教
育
委
員
会
教
育
長
及
び
委
員
の
任
期
満
了
に
伴
い
、

地
方
教
育
行
政
の
組
織
及
び
運
営
に
関
す
る
法
律
の
規
定

に
よ
り
、
議
会
の
同
意
を
求
め
ら
れ
、
次
の
方
の
任
命
に

同
意
し
ま
し
た
。

　
　
教
育
委
員
会
教
育
長

　
　
　
　
日
川　
　

町ま
ち

田だ　
幸ゆ

き

子こ　
（
再
任
）

　
　
教
育
委
員
会
委
員

　
　
　
　
城
中　
　

久く

げ下　
伸の

ぶ

子こ　
（
再
任
）
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救急搬送による選定療養費の徴収は、保育所や幼稚園、小中学校、高等学校、
特別支援学校及び福祉施設における場合は、柔軟な対応の検討を求める意見書

　茨城県では、2024年12月２日から、救急搬送された患者のうち、医師の判断により緊急性が認められ
なかった場合に、選定療養費を徴収する新たな運用が開始された。
　その目的は、軽度な症状での安易な利用を抑制し、医療資源の適正化を図るとともに、地域の大病院が
本来の機能を発揮できるようにするためであり、その趣旨には一定の理解を示すものである。
　しかし、現ガイドライン下では、学校や福祉施設からの救急搬送も選定療養費の徴収対象となっており、
苦痛や症状を的確に伝えられない子どもや高齢者、障がい者もいる中で、救急車の要請が必要かどうかの
判断は難しく、職員や教員に判断の責任が重くのしかかっている。
　2025年３月に検証結果が公表され、選定療養費の対象22病院での徴収状況は、運用開始から２月まで
の約３か月間で、徴収が行われた件数は940件であり、救急搬送件数に対する徴収率は、4.2%となっている。
　この意見書を提出する背景には、地域社会の重要な基盤を支える学校施設及び福祉施設が日々直面して
いる現実がある。
　学校施設は、地域社会において、将来を担う児童・生徒が安心して学べる環境を提供する重要な役割を
果たしている。学校施設において、子どもへの対応は、非常に繊細で、緊急性の判断の難しさとして、子
どもの場合、症状が軽微に見えても急激に悪化する可能性がある。
　また、福祉施設は、特に高齢者や障がいを持つ方々は、軽微な症状であっても迅速な医療対応が求めら
れる状況に直面することがある。
　このような現状、学校施設、福祉施設は命を守るための公的、社会的責任を担っているため、緊急性の
判断は難しく、万が一のリスク回避のため、救急要請を選択せざるを得ない場合がある。

　以上のことから、学校施設、福祉施設において、救急搬送を必要と判断する場合には、その状況に応じ、
柔軟に対応することができるよう、以下の事項を要請する。

記

　救急搬送による選定療養費の徴収において、保育所や幼稚園、小中学校、高等学校、特別支援学校及び
福祉施設における場合は、柔軟な対応を検討すること。

　以上、地方自治法第99条の規定により、意見書を提出する。

　　　令和７年６月17日
茨城県つくばみらい市議会

　　　茨城県知事　大井川　和彦　　殿

Pick up2
発
議
第
２
号
を

全
員
賛
成
で
可
決

し
ま
し
た

　

つ
く
ば
み
ら
い
市
議
会
は
、
令
和
７

年
第
２
回
定
例
会
に
お
い
て
、「
救
急
搬

送
に
よ
る
選
定
療
養
費
の
徴
収
は
、
保

育
所
や
幼
稚
園
、小
中
学
校
、高
等
学
校
、

特
別
支
援
学
校
及
び
福
祉
施
設
に
お
け

る
場
合
は
、
柔
軟
な
対
応
の
検
討
を
求

め
る
意
見
書
」
を
全
員
賛
成
で
可
決
し

ま
し
た
。

　

ま
た
、
茨
城
県
知
事
に
意
見
書
を
提

出
し
ま
し
た
。

発
議
第
２
号

　

救
急
搬
送
に
よ
る
選
定
療
養
費
の
徴
収

は
、
保
育
所
や
幼
稚
園
、
小
中
学
校
、
高

等
学
校
、
特
別
支
援
学
校
及
び
福
祉
施
設

に
お
け
る
場
合
は
、
柔
軟
な
対
応
の
検
討

を
求
め
る
意
見
書
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令和７年第２回定例会　議決一覧表令和７年第２回定例会　議決一覧表

議案番号 議　案　名 結　果

報告第 2 号 令和６年度つくばみらい市一般会計繰越明許費繰越計算書について 報　告

報告第 3 号 令和６年度つくばみらい市下水道事業会計予算繰越計算書について 報　告

報告第 4 号 令和６年度つくばみらい市一般会計継続費繰越計算書について 報　告

報告第 5 号 令和６年度つくばみらい市水道事業会計継続費繰越計算書について 報　告

報告第 6 号 令和６年度つくばみらい市下水道事業会計継続費繰越計算書について 報　告

承認第 2 号 専決処分の承認を求めることについて（第２号）
（令和６年度つくばみらい市一般会計補正予算（第 12号）） 承　認

承認第 3 号 専決処分の承認を求めることについて（第３号）
（つくばみらい市税条例の一部を改正する条例） 承　認

承認第 4 号 専決処分の承認を求めることについて（第４号）
（つくばみらい市都市計画税条例の一部を改正する条例） 承　認

承認第 5 号 専決処分の承認を求めることについて（第５号）
（つくばみらい市国民健康保険税条例の一部を改正する条例） 承　認

同意第 11号 教育委員会教育長の任命について 同　意

同意第 12号 教育委員会委員の任命について 同　意

議案第 39号 つくばみらい市職員の旅費に関する条例及びつくばみらい市特別職の職員で常勤
のものの給与及び旅費に関する条例の一部を改正する条例 原案可決

議案第 40号 工事請負契約の締結について
（07国建第 23号・06国建第 152号合併　地盤改良工事（筒戸）） 原案可決

議案第 41号
令和７年度協定の締結について
（高速自動車国道常磐自動車道つくばみらいスマートインターチェンジ建設事業
の施行に関する令和７年度協定）

原案可決

議案第 42号 財産の取得について
（07国教　電子黒板購入） 原案可決

議案第 43号 令和７年度つくばみらい市一般会計補正予算（第２号） 原案可決

議案第 44号 つくばみらい市特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁償に関する条例の
一部を改正する条例 原案可決

議案第 45号 令和７年度つくばみらい市一般会計補正予算（第３号） 原案可決

発議第 2 号 救急搬送による選定療養費の徴収は、保育所や幼稚園、小中学校、高等学校、特
別支援学校及び福祉施設における場合は、柔軟な対応の検討を求める意見書 原案可決
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議
案
質
疑

第
２
回
定
例
会

発
議
第
２
号
…
…
…
…
…
…
…

　
　
救
急
搬
送
に
よ
る
選
定
療

養
費
の
徴
収
は
、
保
育
所
や

幼
稚
園
、
小
中
学
校
、
高
等

学
校
、
特
別
支
援
学
校
及
び

福
祉
施
設
に
お
け
る
場
合
は
、

柔
軟
な
対
応
の
検
討
を
求
め

る
意
見
書

【
質
疑
者
】　
古
川 

よ
し
枝 

議
員

　
こ
の
度
、
次
の
議
員
に
全
国
市
議
会
議
長
会
及
び
茨
城
県
市
議
会
議
長
会

よ
り
、
地
方
自
治
の
伸
張
発
展
と
市
政
の
向
上
振
興
に
貢
献
し
た
功
績
に
対

し
、
表
彰
状
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

　
●
全
国
市
議
会
議
長
会

　
　
　《
表
彰
状
》

　
　
　
　
直
井　
誠
巳

　
　
　
　
（
議
員
在
職
20
年
以
上
）

　
　
　
　
髙
木　
寛
房

　
　
　
　
（
議
員
在
職
20
年
以
上
）

　
●
茨
城
県
市
議
会
議
長
会

　
　
　《
表
彰
状
》

　
　
　
　
直
井　
誠
巳

　
　
　
　
（
議
員
在
職
20
年
以
上
）

　
　
　
　
髙
木　
寛
房

　
　
　
　
（
議
員
在
職
20
年
以
上
）

永
年
勤
続
議
員
表
彰

鐘ケ江議長、髙木議員 鐘ケ江議長、直井議員

　
つ
く
ば
み
ら
い
市
議
会
だ
よ
り
第

76
号
（
令
和
７
年
５
月
1
日
発
行
）

に
お
い
て
、
下
記
の
と
お
り
誤
り
が

あ
り
ま
し
た
の
で
、
訂
正
い
た
し
ま

す
と
と
も
に
深
く
お
詫
び
申
し
上
げ

ま
す
。

８
ペ
ー
ジ

　
令
和
７
年
第
１
回
定
例
会

　
　
議
決
一
覧
表

誤
：
議
案
第
５
号

　
　
つ
く
ば
み
ら
い
市
非
常
勤
消
防

団
員
に
係
る
退
職
報
奨
金
の
支

給
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例

正
：
議
案
第
５
号

　
　
つ
く
ば
み
ら
い
市
非
常
勤
消
防

団
員
に
係
る
退
職
報
償
金
の
支

給
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例

12
ペ
ー
ジ
上
段

　
飯
村
議
員
の
一
般
質
問
要
約
文
内

誤
：
善
福
寺
さ
ん

正
：
禅
福
寺
さ
ん

お
詫
び
と
訂
正
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皆
さ
ん
の
生
活
に
か
か
わ
る
大
切
な
内
容
に

つ
い
て
、
市
議
会
議
員
が
市
に
対
し
て
質
問
を

行
い
ま
す
。
今
回
の
一
般
質
問
で
あ
な
た
の
生

活
に
か
か
わ
る
内
容
は
あ
り
ま
す
か
？

　
質
問
は
、
議
員
本
人
が
概
ね
２
０
０
字
を
目

安
に
要
約
し
て
い
ま
す
。

一
般
質
問
と
は
？

質
問
議
員
13
人
　
　
質
問
21
項
目

　
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
等
で
読
み
取
っ
て
い

た
だ
く
と
、
各
議
員
の
一
般

質
問
の
様
子
が
動
画
で
ご
覧

に
な
れ
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

●
伊
藤
議
員

　
住
宅
地
な
ど
で
は
、
管
理
さ
れ
て
い

な
い
土
地
が
見
受
け
ら
れ
る
。

　
植
物
が
公
道
等
に
は
み
出
し
、
通
行

の
邪
魔
、
交
通
事
故
の
誘
因
に
な
る
こ

と
も
あ
り
、
危
険
で
あ
る
。
虫
害
、
悪

臭
な
ど
の
問
題
も
発
生
し
て
い
る
。
ま

た
、
隣
地
に
も
影
響
が
あ
り
、
一
部
で

は
近
隣
ト
ラ
ブ
ル
に
発
展
し
て
い
る

ケ
ー
ス
も
あ
る
。
所
有
者
、
管
理
者
等

に
対
す
る
、
指
導
・
助
言
な
ど
、
市
の

考
え
を
伺
う
。
ま
た
、
緊
急
に
市
が
雑

草
等
の
草
刈
り
を
し
た
場
合
、
公
平
の

観
点
か
ら
費
用
請
求
を
す
べ
き
と
考
え

る
が
、
市
の
考
え
を
伺
う
。

●
市
民
経
済
部
長

　
空
き
地
の
雑
草
の
繁
茂
が
確
認
さ
れ

た
場
合
、つ
く
ば
み
ら
い
市
空
き
地
の
適

正
管
理
に
関
す
る
条
例
に
よ
り
、土
地
所

有
者
等
に
指
導
・
助
言
を
行
っ
て
い
る
。

　
繰
り
返
し
の
指
導
に
も
か
か
わ
ら
ず

管
理
が
不
十
分
な
場
合
は
、
同
条
例
に

基
づ
く
職
員
に
よ
る
立
入
調
査
や
勧
告
、

命
令
も
選
択
肢
の
一
つ
で
あ
る
と
考
え

る
。
代
執
行
に
つ
い
て
は
、
現
在
把
握

し
て
い
る
空
き
地
の
中
で
は
該
当
箇
所

は
な
い
と
考
え
て
い
る
が
、
仮
に
必
要

性
が
認
め
ら
れ
る
場
合
に
は
適
切
に
判

断
し
て
い
く
。

●
都
市
建
設
部
長

　
市
が
や
む
を
得
ず
道
路
部
と
一
体
的

に
民
地
の
雑
草
除
去
を
行
っ
た
場
合
に
、

土
地
所
有
者
等
に
費
用
を
請
求
で
き
る

こ
と
は
認
識
し
て
い
る
。
今
後
、
対
応

し
た
場
合
に
は
、
土
地
所
有
者
等
に
対

し
、
適
切
に
費
用
を
請
求
す
る
こ
と
を

考
え
て
い
く
。

（
掲
載
以
外
の
質
問
事
項
）

　
☆
み
ら
い
平
地
区
の
安
全
対
策
の
た

め
の
ミ
ラ
ー
、信
号
機
、道
路
標
示
、

注
意
看
板
の
設
置
に
つ
い
て

　
☆「
新
生
児
マ
ス
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
」

に
つ
い
て

伊藤　正実

空
き
地
対
策
に
つ
い
て
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●
本
間
議
員

　
日
本
国
内
で
子
ど
も
が
生
ま
れ
た
場

合
、
戸
籍
法
に
よ
り
、
生
ま
れ
た
日
か

ら
14
日
以
内
に
出
生
届
を
提
出
す
る
こ

と
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
る
。
出
産
直

後
の
母
体
は
、
ダ
メ
ー
ジ
を
受
け
て
お

り
、
身
体
的
・
精
神
的
に
大
き
な
負
担

を
伴
う
。
母
親
の
負
担
軽
減
や
行
政
手

続
の
デ
ジ
タ
ル
化
推
進
の
観
点
か
ら
、

出
生
届
の
オ
ン
ラ
イ
ン
提
出
を
導
入
し

て
は
と
考
え
る
が
、
市
の
見
解
を
伺
う
。

　
ま
た
、
出
生
届
提
出
後
の
関
連
手
続

も
含
め
、
市
民
の
利
便
性
向
上
を
図
る

取
組
が
必
要
で
あ
る
と
思
う
が
、
市
の

考
え
を
伺
う
。

●
市
民
経
済
部
長

　
オ
ン
ラ
イ
ン
に
よ
る
出
生
届
の
提
出

に
つ
い
て
は
、
国
の
方
針
が
示
さ
れ
て

お
り
、
現
在
は
暫
定
対
応
と
し
て
運
用

が
可
能
で
あ
る
が
、
令
和
８
年
度
を
目

途
に
、
本
格
対
応
と
し
て
全
国
の
自
治

体
で
の
導
入
を
目
指
す
と
し
て
い
る
。

本
市
で
は
、
国
に
よ
る
本
格
対
応
の
方

針
が
示
さ
れ
る
ま
で
は
、
国
や
近
隣
自

治
体
の
動
向
を
注
視
し
な
が
ら
、
オ
ン

ラ
イ
ン
化
に
向
け
た
調
査
研
究
を
進
め

る
。

●
保
健
福
祉
部
長

　
市
民
の
利
便
性
向
上
を
図
る
取
組
と

し
て
、
出
生
届
関
連
手
続
の
中
で
も
児

童
手
当
の
認
定
請
求
に
つ
い
て
は
、
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
利
用
し
た
オ
ン

ラ
イ
ン
手
続
が
可
能
で
あ
る
。

　
そ
の
他
、
小
児
医
療
福
祉
費
支
給
制

度
（
小
児
マ
ル
福
）
や
出
産
育
児
一
時

金
の
支
給
申
請
手
続
に
つ
い
て
は
、
オ

ン
ラ
イ
ン
申
請
を
実
施
し
て
い
る
自
治

体
等
を
参
考
と
し
て
、
実
施
に
向
け
て

検
討
し
て
い
く
。

●
前
嶋
議
員

　
今
の
つ
く
ば
み
ら
い
市
は
、
先
人
た

ち
の
努
力
と
熱
意
に
よ
っ
て
築
か
れ
て

き
た
、
誇
る
べ
き
ま
ち
で
あ
る
。
そ
の

想
い
を
未
来
に
つ
な
ぐ
に
は
、
次
の
時

代
を
担
う
若
者
た
ち
が
、
自
ら
動
き
、

関
わ
る
こ
と
が
不
可
欠
で
あ
る
。
若
者

の
行
動
や
意
欲
が
市
政
に
し
っ
か
り
と

届
く
よ
う
な
仕
組
み
づ
く
り
に
つ
い
て

伺
う
。

●
市
長
公
室
長

　
本
市
で
は
、
若
い
世
代
の
意
見
を
市

政
に
反
映
す
る
た
め
、
令
和
元
年
度
か

ら
、
二
十
歳
の
集
い
実
行
委
員
会
や
伊

奈
高
校
生
と
の
市
民
懇
談
会
を
設
け
て

い
る
。
ま
た
、「
第
２
次
つ
く
ば
み
ら
い

市
総
合
計
画
後
期
基
本
計
画
」
策
定
時

の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
ほ
か
、「
市
長
へ

の
メ
ー
ル
」
や
「
地
区
ご
と
の
市
民
懇

談
会
」
を
開
催
し
、
幅
広
く
市
民
の
声

を
聴
く
取
組
を
実
施
し
て
い
る
。

●
総
務
部
長

　

本
市
で
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
研
修
や
、

外
部
組
織
へ
の
派
遣
を
通
じ
て
若
手
職

員
の
能
力
向
上
に
努
め
て
き
た
。
業
務

改
善
提
案
や
人
事
異
動
に
よ
る
多
様
な

業
務
経
験
、
適
切
な
人
事
評
価
の
活
用

を
通
じ
て
、職
員
の
創
造
力
と
モ
チ
ベ
ー

シ
ョ
ン
を
高
め
る
環
境
づ
く
り
を
今
後

も
推
進
し
て
い
く
。

●
市
長

　
本
市
で
生
活
す
る
若
い
世
代
の
声
に

耳
を
傾
け
る
こ
と
は
、
現
在
の
課
題
対

応
だ
け
で
な
く
、
将
来
を
見
据
え
た
持

続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り
に
お
い
て
も
重

要
で
あ
る
。若
者
が
市
政
を「
自
分
ご
と
」

と
し
て
捉
え
、
自
身
の
意
見
が
確
か
に

反
映
さ
れ
て
い
る
と
実
感
で
き
る
よ
う
、

実
効
性
の
あ
る
仕
組
み
づ
く
り
を
進
め

て
い
く
。

本間　真由美

出
産
後
の
行
政
手
続
に
つ
い
て

前嶋　竜乃介

若
者
の
声
を
市
政
に
生
か
す
仕
組
み

づ
く
り
に
つ
い
て
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古川　よし枝

米
不
足
・
米
価
高
騰
等
が
続
く
混
迷
の
中
、
米
ど
こ

ろ
つ
く
ば
み
ら
い
市
の
市
民
へ
の
支
援
策
に
つ
い
て

●
小
林
議
員

　

農
林
水
産
省
は
、
み
ど
り
の
食
料
シ

ス
テ
ム
戦
略
に
基
づ
き
有
機
農
業
の
環

境
整
備
を
支
援
し
、
全
国
で
オ
ー
ガ
ニ
ッ

ク
ビ
レ
ッ
ジ
の
取
組
が
広
が
っ
て
い
る
。

子
ど
も
の
健
康
や
栄
養
面
へ
の
効
果
が

期
待
さ
れ
、
有
機
農
業
者
支
援
に
も
繋

が
っ
て
い
る
。
本
市
で
も
、
砂
塵
対
策
事

業
の
見
直
し
に
よ
り
野
菜
栽
培
が
計
画

さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
土
地
を
活
用
し
て

オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
ビ
レ
ッ
ジ
を
創
出
し
、
有

機
野
菜
を
学
校
給
食
に
と
り
入
れ
る
べ

き
と
考
え
る
が
、
市
の
所
見
を
伺
う
。

●
市
民
経
済
部
長

　
本
市
で
は
、
今
年
度
よ
り
砂
塵
対
策

を
目
的
と
し
た
農
地
貸
付
け
事
業
を
進

め
て
い
る
。
そ
の
中
で
、
有
機
農
産
物

生
産
者
も
含
め
た
マ
ッ
チ
ン
グ
調
整
の

検
討
や
、
販
路
の
一
つ
と
し
て
学
校
給

食
を
紹
介
し
、
ま
た
、
環
境
に
配
慮
し

た
農
業
の
推
進
に
努
め
る
。

●
教
育
部
長

　
本
市
の
学
校
給
食
で
は
、
有
機
栽
培

に
近
い
方
法
で
栽
培
さ
れ
た
野
菜
を
一

部
使
用
し
て
い
る
が
、
有
機
農
産
物
を

導
入
す
る
た
め
に
は
、
年
間
を
通
し
て

安
定
し
た
数
量
を
確
保
す
る
必
要
が
あ

る
。
農
政
部
門
と
連
携
を
図
り
な
が
ら
、

引
き
続
き
、
市
内
産
の
有
機
農
産
物
の

使
用
を
増
や
せ
る
よ
う
努
め
る
。

●
市
長

　
子
ど
も
た
ち
に
、
よ
り
安
全
で
安
心

な
食
材
を
食
べ
さ
せ
た
い
と
い
う
思
い

か
ら
、
今
後
、
市
内
に
お
け
る
有
機
農

産
物
の
生
産
者
や
生
産
量
を
と
も
に
増

や
し
て
い
く
た
め
に
、
持
続
可
能
な
農

業
を
推
進
し
て
い
く
。

（
掲
載
以
外
の
質
問
事
項
）

　
☆
落
書
き
対
策
に
つ
い
て

●
古
川
議
員

　
昨
年
か
ら
、
買
う
米
が
な
い
。
店
頭

か
ら
米
が
な
く
な
り
、
出
て
き
た
ら
、

価
格
は
２
倍
以
上
に
跳
ね
上
が
り
、
高

く
て
買
え
な
い
事
態
が
起
き
て
い
る
。

政
府
の
対
応
の
遅
れ
が
こ
の
事
態
を
一

層
深
刻
に
し
て
い
る
。
大
本
に
は
米
の

需
給
調
整
を
生
産
者
に
委
ね
、
米
の
市

場
化
を
進
め
、
政
府
が
国
民
の
主
食
へ

の
責
任
を
放
棄
し
た
か
ら
で
あ
る
。

　
市
の
「
お
米
を
食
べ
よ
う
」
条
例
を

生
か
し
て
、
米
購
入
券
等
経
済
支
援
の

実
施
と
市
産
米
を
増
産
で
き
る
体
制
づ

く
り
を
求
め
る
が
、
市
の
考
え
を
伺
う
。

●
市
長

　
本
市
に
お
い
て
は
米
の
生
産
者
と
そ

の
関
係
者
も
多
い
た
め
、
よ
り
効
果
的

な
支
援
と
し
て
、
米
に
限
ら
ず
物
価
高

騰
対
策
の
支
援
策
を
検
討
し
て
い
る
と

こ
ろ
で
あ
る
。

●
市
民
経
済
部
長

　
消
費
者
が
安
心
し
て
米
を
消
費
で
き

る
と
と
も
に
、
生
産
者
も
安
心
し
て
農

業
経
営
を
継
続
で
き
る
よ
う
、
価
格
も

含
め
た
需
要
と
供
給
の
バ
ラ
ン
ス
が
求

め
ら
れ
て
い
る
と
思
わ
れ
、
本
市
で
は
、

市
内
産
米
の
安
定
供
給
と
農
業
経
営
を

継
続
で
き
る
環
境
構
築
の
た
め
「
み
ら

い
型
農
業
」
を
推
進
し
、
持
続
可
能
な

農
業
を
目
指
し
て
い
る
。

　
令
和
７
年
度
の
作
付
面
積
は
、
現
時

点
で
前
年
度
比
２
９
８
ヘ
ク
タ
ー
ル
増

加
し
て
お
り
、
現
状
で
は
、
生
産
者
が

需
要
に
応
じ
た
生
産
と
販
売
を
主
体
的

に
行
え
る
仕
組
み
と
な
っ
て
い
る
。
市

は
生
産
者
等
の
経
営
判
断
に
基
づ
き
、

主
体
的
な
作
付
け
を
引
き
続
き
支
援
し

て
い
く
。

（
掲
載
以
外
の
質
問
事
項
）

　
☆
２
０
２
６
年
度
実
施
の
「
こ
ど
も

誰
で
も
通
園
制
度
」
に
つ
い
て

小林　芳子

オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
ビ
レ
ッ
ジ
の
創
出
に

向
け
て
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中山　治

戦
後
80
年
、戦
没
者
慰
霊
碑
と

遺
族
会
に
つ
い
て

●
飯
村
議
員

　
本
市
で
は
、
段
階
的
に
充
実
さ
せ
な

が
ら
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
や
学
校

側
と
も
可
能
な
限
り
情
報
共
有
出
来
て

い
る
よ
う
に
も
感
じ
る
が
、
全
国
的
に

は
、
い
じ
め
や
不
登
校
な
ど
の
件
数
は

増
加
し
て
い
る
。
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ

ラ
ー
の
処
遇
に
つ
い
て
、
本
市
だ
け
が

賃
金
や
労
働
条
件
が
悪
い
と
い
う
事
の

無
い
よ
う
に
、
引
き
続
き
バ
ラ
ン
ス
を

取
り
な
が
ら
取
り
組
ん
で
頂
き
た
い
。

現
在
、
行
政
と
し
て
考
え
る
制
度
の
課

題
に
つ
い
て
お
教
え
頂
き
た
い
。

●
教
育
部
長

　
本
市
で
は
現
在
、
県
派
遣
の
４
名
及

び
市
独
自
の
２
名
の
計
６
名
の
ス
ク
ー

ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
を
配
置
し
て
お
り
、

児
童
生
徒
、
保
護
者
、
教
職
員
と
い
っ

た
学
校
全
体
の
心
の
よ
り
ど
こ
ろ
と
し

て
重
要
な
役
割
を
担
っ
て
い
る
。

　
本
市
の
課
題
と
し
て
、
児
童
生
徒
や

保
護
者
か
ら
の
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
や
相

談
の
希
望
が
年
々
増
加
し
、
ス
ク
ー
ル

カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
の
予
約
が
取
り
に
く
い

状
況
が
あ
る
。
そ
の
た
め
、
配
置
校
以

外
で
も
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
を
受
け
ら
れ

た
り
、
配
置
校
を
変
更
し
た
り
す
る
な

ど
の
調
整
を
行
っ
て
い
る
。
今
後
も
、

課
題
に
基
づ
き
適
切
に
配
置
し
、
さ
ら

に
、
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
の
増
員

を
視
野
に
入
れ
つ
つ
、
学
校
と
連
携
を

密
に
と
り
な
が
ら
、
児
童
生
徒
が
よ
り

良
い
学
校
生
活
を
送
れ
る
よ
う
に
支
援

し
て
い
く
。

（
掲
載
以
外
の
質
問
事
項
）

　
☆
本
市
に
お
け
る
農
業
基
本
計
画
に

沿
っ
た
２
０
２
４
年
度
の
取
組
内

容
と
現
在
の
米
を
中
心
と
し
た
物

価
上
昇
に
向
け
た
対
策
に
つ
い
て

●
中
山
議
員

　

戦
後
80
年
と
な
る
先
の
大
戦
で
も
、

大
勢
の
方
々
が
亡
く
な
ら
れ
、
犠
牲
者

数
は
３
１
０
万
人
と
も
言
わ
れ
る
。
ペ

リ
リ
ュ
ー
島
で
、
私
の
従
兄
も
24
歳
の

若
さ
で
亡
く
な
っ
た
。

　
日
本
の
平
和
を
祈
り
、
家
族
を
残
し

て
散
っ
て
逝
っ
た
多
く
の
魂
を
、
慰
霊

碑
と
し
て
、
霊
を
慰
め
る
た
め
建
立
さ

れ
、
市
内
の
戦
没
者
慰
霊
碑
も
遺
族
会

の
方
々
の
ご
苦
労
に
よ
っ
て
大
切
に
守

ら
れ
て
き
た
。

　
そ
の
現
状
と
、
未
来
永
劫
の
平
和
を

願
う
た
め
に
も
、
行
政
も
関
わ
り
守
っ

て
い
く
こ
と
が
望
ま
し
い
と
考
え
る
が
、

市
の
考
え
を
伺
う
。

●
保
健
福
祉
部
長

　
現
在
、
市
内
に
お
い
て
戦
没
者
慰
霊

碑
は
10
か
所
建
立
さ
れ
て
お
り
、
各
地

区
の
御
遺
族
が
日
常
の
管
理
を
行
っ
て

い
る
。

　
ま
た
、
戦
没
者
慰
霊
碑
の
管
理
に
つ

い
て
は
、
倒
壊
な
ど
の
恐
れ
が
あ
る
場

合
は
、
市
で
修
繕
す
る
こ
と
、
遺
族
会

で
の
日
常
的
管
理
が
困
難
に
な
っ
た
場

合
に
は
、
市
と
協
議
の
う
え
市
が
管
理

す
る
こ
と
で
合
意
し
、
令
和
５
年
３
月

に
「
戦
没
者
慰
霊
碑
に
関
す
る
覚
書
」

を
市
と
遺
族
会
と
の
間
で
取
り
交
わ
し

て
い
る
。

　
本
市
で
は
、
今
後
も
御
遺
族
へ
の
弔

慰
金
や
遺
族
会
へ
の
補
助
金
等
、
御
遺

族
の
要
望
に
で
き
る
限
り
寄
り
添
う
考

え
で
あ
り
、
今
年
、
戦
後
80
年
目
の
節

目
に
あ
た
っ
て
は
、
つ
く
ば
み
ら
い
市

戦
没
者
追
悼
式
を
10
月
に
実
施
す
る
予

定
で
あ
る
。

飯村　裕一

本
市
に
お
け
る
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー

の
活
動
状
況
と
今
後
の
課
題
に
つ
い
て
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●
中
島
議
員

　

YAW
ARA

福
岡
堰
さ
く
ら
公
園
付

近
で
は
、
毎
年
、
桜
の
季
節
に
な
る
と

多
く
の
観
光
客
が
訪
れ
る
が
、
そ
の
際

に
発
生
す
る
交
通
渋
滞
が
深
刻
な
問
題

と
な
っ
て
い
る
。

　
特
に
、
駐
車
場
不
足
が
大
き
な
課
題

と
な
っ
て
お
り
、
駐
車
場
に
入
れ
な
い

車
が
道
路
上
で
順
番
待
ち
を
す
る
こ
と

で
、
公
園
周
辺
の
道
路
に
車
が
あ
ふ
れ
、

近
隣
地
域
に
ま
で
渋
滞
が
延
伸
す
る
な

ど
、
周
辺
住
民
の
生
活
に
も
影
響
が
出

て
い
る
状
況
で
あ
る
。

　
こ
の
駐
車
場
不
足
に
伴
う
渋
滞
問
題

に
対
し
て
、
本
市
の
対
応
と
対
策
に
つ

い
て
伺
う
。

●
都
市
建
設
部
長

　
福
岡
堰
さ
く
ら
公
園
及
び
そ
の
周
辺

に
は
、
全
体
で
約
３
７
０
台
分
の
駐
車

場
が
あ
る
。
通
常
時
の
公
園
利
用
で
あ

れ
ば
、
不
足
す
る
よ
う
な
状
況
は
確
認

し
て
い
な
い
が
、
福
岡
堰
の
桜
が
見
頃

と
な
る
時
期
に
は
大
勢
の
方
々
が
訪
れ
、

周
辺
道
路
に
交
通
渋
滞
が
生
じ
る
状
況

で
あ
る
。

●
市
民
経
済
部
長

　
本
市
の
対
策
と
し
て
は
、
福
岡
堰
さ

く
ら
ま
つ
り
開
催
期
間
と
そ
の
前
後
の

計
11
日
間
に
お
い
て
、
駐
車
場
周
辺
に

交
通
誘
導
員
を
1
日
最
大
で
17
名
配
置

し
た
。
ま
た
、
来
場
者
の
利
便
性
向
上

等
の
た
め
、
み
ら
い
平
駅
と
福
岡
堰
さ

く
ら
公
園
間
を
、
無
料
シ
ャ
ト
ル
バ
ス

で
往
復
運
行
し
、
さ
ら
に
、
常
総
警
察

署
と
協
議
し
一
方
通
行
と
路
上
駐
車
禁

止
の
規
制
を
行
い
、
安
全
対
策
を
講
じ

た
。

　
こ
れ
ら
の
対
策
は
、
今
後
も
引
き
続

き
実
施
し
、
臨
時
駐
車
場
の
拡
大
に
つ

い
て
も
、
検
討
し
て
い
く
。

●
直
井
議
員

　
二
地
域
居
住
の
促
進
が
新
た
な
柱
と

し
て
明
記
さ
れ
、
多
拠
点
居
住
を
含
め

た
柔
軟
な
地
域
と
の
関
わ
り
方
を
促
進

す
る
仕
組
み
が
整
備
さ
れ
た
。
石
破
総

理
が
提
唱
さ
れ
た
「
地
方
創
生
２・
０
」

で
都
市
と
地
方
の
間
で
柔
軟
に
人
が
行

き
来
し
、
二
地
域
居
住
や
関
係
人
口
の

拡
大
を
進
め
る
「
ふ
る
さ
と
住
民
登
録

制
度
」
な
ど
多
拠
点
生
活
を
支
え
る
新

た
な
制
度
設
計
が
示
さ
れ
て
お
り
、
地

方
創
生
の
新
た
な
方
向
性
と
し
て
注
目

さ
れ
て
い
る
。
市
民
の
理
解
促
進
や
受

入
れ
体
制
の
整
備
に
向
け
て
市
の
考
え

を
伺
う
。

●
市
長

　
本
市
に
お
け
る
二
地
域
居
住
に
特
化

し
た
施
策
に
つ
い
て
は
、
地
域
の
受
入

れ
体
制
や
住
民
意
識
、
イ
ン
フ
ラ
環
境

な
ど
の
面
か
ら
も
現
段
階
で
積
極
的
に

進
め
て
い
く
状
況
に
は
な
い
。
た
だ
し
、

今
後
、
人
口
減
少
や
関
係
人
口
の
維
持
、

拡
大
と
い
う
観
点
か
ら
は
、
二
地
域
居

住
の
可
能
性
を
一
つ
の
選
択
肢
と
し
て

慎
重
に
検
討
し
て
い
く
こ
と
は
必
要
で

あ
る
と
考
え
る
。

　
地
方
創
生
に
お
い
て
は
、
地
域
の
個

性
や
住
民
の
理
解
を
踏
ま
え
た
着
実
な

取
組
が
重
要
で
あ
り
、
本
市
と
し
て
は
、

全
国
一
律
の
動
き
に
一
様
に
追
随
す
る

の
で
は
な
く
、
地
域
の
実
情
に
即
し
た

持
続
可
能
な
施
策
を
慎
重
に
見
極
め
な

が
ら
、
必
要
な
対
応
を
進
め
て
い
く
。 直井　高宏

「
広
域
的
地
域
活
性
化
の
た
め
の
基
盤
整
備

に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
」

が
昨
年
11
月
に
施
行
さ
れ
た
こ
と
に
つ
い
て

中島　督仁

YAW
A

RA

福
岡
堰
さ
く
ら
公
園

付
近
の
渋
滞
問
題
に
つ
い
て
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●
岡
本
議
員

　
養
育
費
の
不
払
い
は
、
ひ
と
り
親
家

庭
の
経
済
状
況
を
悪
化
さ
せ
「
子
ど
も

の
貧
困
」
を
生
む
要
因
に
も
な
っ
て
い

る
。

　
ひ
と
り
親
家
庭
の
方
が
養
育
費
を
確

実
に
受
け
取
れ
る
よ
う
に
す
る
た
め
、

市
が
法
定
手
続
き
の
サ
ポ
ー
ト
や
弁
護

士
費
用
、
公
正
証
書
作
成
費
用
の
助
成
、

養
育
費
の
立
替
え
や
支
払
い
義
務
者
に

対
し
て
督
促
を
実
施
す
る
な
ど
、
養
育

費
支
払
い
の
正
常
化
に
つ
な
が
る
支
援

が
必
要
と
思
う
が
、
本
市
の
見
解
を
伺

う
。

●
こ
ど
も
局
長

　
本
市
で
は
、
ひ
と
り
親
家
庭
が
安
定

し
た
生
活
を
送
り
、
子
ど
も
を
健
全
に

育
む
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
母
子
・
父

子
自
立
支
援
員
を
配
置
し
、
様
々
な
相

談
に
応
じ
な
が
ら
、
多
岐
に
わ
た
る
支

援
制
度
の
案
内
や
、
支
援
団
体
へ
の
連

絡
な
ど
を
行
っ
て
い
る
。

　
ま
た
、
ひ
と
り
親
家
庭
が
直
面
す
る

様
々
な
課
題
に
対
処
す
る
た
め
の
有
効

な
支
援
策
と
し
て
、
養
育
費
の
確
保
な

ど
法
的
な
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
ら
れ
る

弁
護
士
の
無
料
相
談
や
母
子
家
庭
等
高

等
職
業
訓
練
促
進
給
付
金
等
支
給
事
業

な
ど
を
実
施
し
て
い
る
。

　
他
の
自
治
体
が
取
り
組
ん
で
い
る
養

育
費
の
立
替
支
援
事
業
に
つ
い
て
は
、

一
定
の
効
果
の
あ
る
支
援
で
あ
る
と
認

識
し
て
い
る
が
、
支
援
が
一
時
的
な
こ

と
や
立
替
金
回
収
の
困
難
さ
な
ど
い
く

つ
か
の
課
題
が
考
え
ら
れ
る
。
本
市
で

の
実
施
に
当
た
っ
て
は
、
国
や
県
の
動

向
を
注
視
し
な
が
ら
、
調
査
・
研
究
を

進
め
て
い
く
。

（
掲
載
以
外
の
質
問
事
項
）

　
☆
手
話
言
語
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

●
松
本
議
員

　
人
口
減
少
や
高
齢
化
の
進
行
、
相
続

問
題
な
ど
を
背
景
に
空
き
家
が
増
加
し

て
い
る
。

　
地
域
に
よ
っ
て
は
、
適
正
に
管
理
さ

れ
て
い
な
い
空
き
家
が
あ
り
、
建
物
の

安
全
性
の
低
下
や
公
衆
衛
生
の
悪
化
な

ど
、
様
々
な
問
題
が
生
じ
て
い
る
。
そ

こ
で
、
本
市
に
お
け
る
空
き
家
の
現
状

及
び
空
き
家
の
発
生
を
抑
え
る
た
め
に

行
わ
れ
て
い
る
取
組
等
に
つ
い
て
伺
う
。

●
都
市
建
設
部
長

　
令
和
７
年
５
月
１
日
現
在
、
本
市
に

お
け
る
把
握
済
み
の
空
き
家
件
数
は

５
１
６
件
で
あ
り
、
こ
の
う
ち
「
特
定

空
家
等
」に
該
当
す
る
も
の
が
５
件
、「
管

理
不
全
空
家
等
」
が
１
６
３
件
で
あ
る
。

　
空
き
家
対
策
と
し
て
、「
つ
く
ば
み
ら

い
市
空
家
等
対
策
計
画
」に
基
づ
き
、「
空

き
家
の
予
防
」、「
空
き
家
の
適
正
管
理
」、

「
空
き
家
の
利
活
用
」
の
三
本
柱
に
て

様
々
な
施
策
を
展
開
し
て
い
る
。
な
お
、

新
た
な
空
き
家
を
発
生
さ
せ
な
い
取
組

と
し
て
、司
法
書
士
、宅
地
建
物
取
引
士
、

建
築
士
等
の
専
門
家
に
よ
る
無
料
相
談

会
を
実
施
し
て
い
る
。

　
今
後
も
、
こ
う
し
た
取
組
の
周
知
を

図
り
な
が
ら
、
空
き
家
の
予
防
・
管
理
・

利
活
用
を
一
体
的
に
推
進
し
、
良
好
な

住
環
境
の
保
全
に
努
め
る
。

岡本　昌弘

不
払
い
養
育
費
の
確
保
に
つ
い
て

松本　譲二

空
き
家
の
現
状
及
び
空
き
家
の
発
生

を
抑
え
る
取
組
等
に
つ
い
て
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●
マ
ク
キ
ム
議
員

　
つ
く
ば
野
田
線
と
国
道
２
９
４
号
が

交
わ
る
小
絹
東
交
差
点
付
近
を
中
心
と

し
た
慢
性
的
な
渋
滞
を
回
避
す
る
た
め
、

小
絹
駅
北
側
の
幅
員
２・７
ｍ
の
住
宅
地

を
抜
け
道
と
し
て
通
過
す
る
車
が
後
を

絶
た
な
い
。
特
に
朝
夕
の
通
学
・
通
勤

時
間
帯
は
歩
行
者
と
車
の
す
れ
違
い
も

大
変
危
険
な
状
況
で
あ
り
、
地
域
住
民

の
日
常
生
活
に
大
き
な
支
障
を
き
た
し

て
い
る
。

　
こ
の
状
況
に
対
し
て
、
市
は
対
策
を

講
じ
て
い
る
が
、
現
状
は
あ
ま
り
改
善

が
見
ら
れ
ず
、
更
な
る
安
全
対
策
が
必

要
と
思
わ
れ
る
が
、
市
の
見
解
を
伺
う
。

●
都
市
建
設
部
長

　
つ
く
ば
野
田
線
を
管
理
す
る
茨
城
県

は
、
渋
滞
対
策
と
し
て
、
国
道
２
９
４

号
小
絹
東
交
差
点
か
ら
玉
台
橋
ま
で
の

６
０
０
ｍ
区
間
を
４
車
線
化
す
る
計
画

を
進
め
て
お
り
、
現
在
は
用
地
買
収
中

の
段
階
と
伺
っ
て
い
る
。

　
つ
く
ば
野
田
線
か
ら
小
絹
駅
に
向
か

う
市
道
は
、
渋
滞
回
避
の
目
的
で
多
く

の
車
両
が
進
入
し
、
朝
夕
は
交
通
量
が

増
え
危
険
性
が
高
ま
る
た
め
、
安
全
対

策
の
た
め
の
看
板
を
設
置
し
て
い
る
。

追
加
対
策
と
し
て
、
地
域
住
民
と
減
速

を
促
す
路
面
標
示
や
ラ
バ
ー
ポ
ー
ル
の

設
置
を
検
討
中
で
あ
る
。

　
つ
く
ば
野
田
線
の
早
期
完
成
に
向
け
、

茨
城
県
や
県
議
会
へ
本
市
よ
り
要
望
書

を
提
出
し
て
い
る
ほ
か
、
沿
線
５
市
で

構
成
す
る
同
盟
会
を
通
じ
て
継
続
的
に

要
望
活
動
も
行
っ
て
い
る
。
今
後
も
、

関
係
機
関
と
連
携
を
図
り
な
が
ら
積
極

的
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

（
掲
載
以
外
の
質
問
事
項
）

　
☆
小
絹
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
に

各
種
証
明
書
が
取
得
で
き
る
マ
ル

チ
コ
ピ
ー
機
を
設
置
す
る
こ
と
に

つ
い
て

●
吉
田
議
員

　
自
家
用
車
の
修
理
等
の
際
は
、
生
活

に
支
障
が
な
い
よ
う
民
間
事
業
者
が
代

車
を
用
意
す
る
こ
と
が
あ
る
が
、
一
方
、

農
業
機
械
で
は
修
理
期
間
中
に
代
車
が

な
く
、
農
作
業
が
止
ま
る
。
そ
こ
で
、

農
業
者
が
保
有
す
る
農
業
機
械
の
保
有

台
数
の
現
況
と
併
せ
、
㈱
ク
ボ
タ
と
締

結
し
て
い
る
連
携
協
定
に
お
け
る
農
業

機
械
の
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
に
関
す
る
内
容

を
伺
う
。ま
た
、農
業
者
が
代
車
と
し
て
、

農
業
機
械
を
自
由
に
使
用
で
き
る
よ
う

な
仕
組
み
を
連
携
協
定
に
盛
り
込
む
こ

と
に
つ
い
て
、
市
の
考
え
を
伺
う
。

●
市
民
経
済
部
長

　
本
市
と
㈱
ク
ボ
タ
は
、
令
和
３
年
２

月
に
農
業
参
入
環
境
整
備
の
推
進
に
関

す
る
連
携
協
定
を
締
結
し
、
農
業
機
械

の
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
サ
ー
ビ
ス
と
し
て
ト

ラ
ク
タ
ー
１
台
、
ア
タ
ッ
チ
メ
ン
ト
を

保
管
し
、
貸
出
し
を
し
て
い
る
。

　

こ
の
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
サ
ー
ビ
ス
は
、

新
規
参
入
者
だ
け
で
な
く
一
般
農
業
者

も
利
用
可
能
で
、
機
械
が
使
用
で
き
な

い
時
の
代
用
と
し
て
も
活
用
で
き
る
が
、

本
事
業
の
拡
大
と
い
う
観
点
か
ら
は
、

機
械
の
種
類
や
保
管
拠
点
等
の
課
題
が

あ
り
、
費
用
対
効
果
の
検
証
が
必
要
で

あ
る
。
ま
た
、
本
市
の
基
幹
産
業
で
あ

る
水
稲
分
野
は
作
業
時
期
が
重
な
る
た

め
、
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
に
適
し
て
お
ら
ず
、

こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
現
時
点
で
代
車
制

度
の
導
入
は
難
し
い
。

　
新
た
な
課
題
と
し
て
、
労
働
力
不
足

解
消
を
視
野
に
入
れ
た
新
手
法
の
検
討

も
進
め
、
市
内
の
農
業
者
支
援
を
す
す

め
て
い
く
。

（
掲
載
以
外
の
質
問
事
項
）

　
☆
林
野
火
災
に
お
け
る
消
火
対
策
に

つ
い
て

吉田　稔之

農
業
機
械
の
代
車
制
度
を
盛
り
込
ん

だ
連
携
協
定
の
見
直
し
に
つ
い
て

マクキム 洋子

つ
く
ば
野
田
線
の
渋
滞
回
避
を
目
的
と
し

た
小
絹
地
区
内
の
抜
け
道
対
策
に
つ
い
て



16つくばみらい市議会だより

　谷和原小学校（木澤校長）６年生のみなさんと、伊奈東小学校（渡邉校長）６年生のみなさんが議会
の一般質問を傍聴しました。
　感想文をお寄せ頂きましたので、その一部をご紹介します。

　なお、つくばみらい市議会では、子どもたちに親しみやすい議会づくりに取り組んでおり、そ
の一環として小中学校単位での本会議見学を受け入れております。
　今後も、市民にとってより一層身近で親しみやすい市議会を目指してまいります。

小小学生学生ののみなさんみなさんがが  議会議会  をを見学 !!見学 !!

谷和原小学校６年１組　青
あお

木
き

 綾
あや

香
か

 さん

市議会で学んだ事

　私が市議会で学んだ事は、沢山あります。
　一つ目は、議員さん達が自分から積極的
に手を挙げていた所です。私は授業の時に
積極的にあまり手を挙げられていません。
市議会を見て「すごいなぁー」と思いまし
た。これからは授業の時に積極的に手を挙
げたいと思いました。二つ目は、市長さん
や議員さん達がつくばみらい市をより良く
するために色々考えている所です。みんな
の意見を合わせる事でこれからつくばみら
い市が発展していく事がわかりました。つ
くばみらい市がより良くなるように議員さ
ん達だけではなく私達も、沢山つくばみら
い市について考えたいと改めて感じました。
とても貴重な体験をさせていただきありが
とうございました。

谷和原小学校６年１組のみなさん
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伊奈東小学校６年２組　中
なかみね

峯 旭
あきひこ

彦 さん

伊奈東小学校６年１組　小
こ

林
ばやし

 聡
そう

太
た

 さん

市議会見学を通して気づいたこと

市長・市議会議員の皆様へ

 ぼくが市議会傍聴を通して、気づいたこと
が三つあります。
　一つ目は多くの議員さんたちが市民のた
めに真剣に取り組んでいることを知り、お
どろいたことです。市をよりよくするため
に、議員の方々が熱心に活動していること
を実感しました。
　二つ目は、市議会の方々が、市の問題や
新しく導入するべき取り組みについて、時
間をかけて一般質問を行なっていたことで
す。その様子を見て、議会では細かく議論
を重ねながら慎重に決定しているのだと感
じました。
　三つ目は市議会を傍聴したことで、今の
つくばみらい市についてより深く知ること
ができたことです。ふ段は意識することの
少ない市政について学ぶき重な機会になり
ました。
　今日は、市議会傍聴の機会をいただき、
本当にありがとうございました。

　このたびは、市議会の傍聴をさせていた
だき、ありがとうございました。
　傍聴席から議会の様子を見て、多くのこ
とを感じ、学ぶことができました。
　傍聴を通してわかった事は、市議会では、
市民の願いを聞き、実現へとつなげる役割
があることを改めて実感しました。
　社会の授業で学んだ市民の願いがどのよ
うに政治へと反映されるのかというぎもん
についても、今回の傍聴を通じて理解を深
めることができました。
　この貴重な機会をいただき、市議会につ
いてさらに学ぶことができました。本当に
ありがとうございました。

伊奈東小学校６年２組のみなさん

伊奈東小学校６年１組のみなさん
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日 月 火 水 木 金 土
8/31 9/1 2 3 4 5 6

7 8 9 10 11 12 13

14 15 16 17 18 19 20

21 22 23 24 25 26 27

本会議（一般質問）本会議（一般質問）

本会議
（開会）

休会

休会休会

本会議
（閉会）

休会休会休会 休会

休会

休会 休会 休会

教育民生
常任委員会

総務常任
委員会

本会議本会議

経済常任
委員会

予算決算予算決算
常任委員会常任委員会
（補正予算）（補正予算）

予算決算常任委員会予算決算常任委員会
（決算）（決算）

令和７年　第３回定例会

※日程等については、変更になる場合があります。なお、会期日程は、
議会運営委員会（通常は開会日の７日前に開催）で協議され、定例会
初日の本会議で決定されますので、事前に議会事務局までお問い合わ
せください。

◆ 会議録の公開について ◆
会議の会議録は、市ホームページ、議会事務
局でご覧いただけます。なお、最新の会議録
の公開開始は、各定例会終了から
概ね３か月後となります。

◆ 本会議ライブ配信・録画配信 ◆
本会議の模様をインターネットを通して、ご
自宅・外出先等からYouTube のライブ映像
をご視聴できます。
また、つくばみらい市議会では、「市民に身近な、
開かれた議会」を目指し、ホームページより
録画の配信を行っています。それ
ぞれの映像の掲載期間は１年とな
ります。どうぞ、ご視聴ください。

◆ 議会ＴＶ放映中 ◆
議会開会中、伊奈庁舎、谷和原庁舎及びみら
い平市民センターのロビーに設置してあるテ
レビで、本会議の様子を生中継しています。
どうぞ、ご視聴ください。

　議会は、特別な場合を除き、だれでも傍聴する
ことができます。
　傍聴は、先着順で受付票に住所、氏名、年齢を
記入していただくことで、傍聴席に入場できます。
　議場の構造上、議会映像配信（ライブ配信・録
画配信）において、傍聴席が映り込む可能性があ
ります。ご了承お願いします。

◆ 市議会の傍聴について ◆ ● 感染症対策のお願い ●
　本会議・委員会を傍聴される際には、次のとお
りご協力をお願いします。

１．傍聴受付前に設置している消毒液で手指の消
毒をお願いします。

２．当日の朝にご自宅で検温し、高熱のある場合
や体調不良（だるい・咳が出るなど）の場合
は傍聴の自粛をお願いします。

　マスクの着用は、「個人の判断」が基本となり
ます。本人の意思に反してマスクの着脱を強いる
ことがないよう、ご理解・ご協力をお願いします。

◆ 音声による議会だより ◆
ホームページでは音声による議会だよりの配
信を行っています。音声は、ボランティア団
体『朗読グループかたくり』のご協力で音声
訳を作成しています。
また、社会福祉協議会を窓口に目の不自由な
方々を対象に、無料でCDの貸し
出しをしています。ぜひ、お聴き
ください。

ご意見ご感想をお寄せください！
「議会だより」についてのご意見・ご
感想をお寄せください。今後の本誌編
集の参考にさせていただきます。また、
議会についてのご意見等ありましたら
併せてお聞かせください。 みらいりんぞう®

傍聴者の守るべき事項があります。
詳細は議会事務局にお問い合わせ
願います。 R


